
道
内
で
唯
一
の
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

　
西
区
の
北
海
道
大
野
記
念
病
院
（
齋
藤
孝
次
理
事
長
、
入
江
伸
介
院
長
・
２
７
６
床
）
は
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
を

使
っ
た
三
叉
神
経
痛
の
治
療
を
開
始
す
る
。
道
内
唯
一
の
導
入
施
設
と
し
て
、
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
な
ど

に
対
し
、
従
来
の
手
術
治
療
よ
り
も
低
侵
襲
な
治
療
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
同
病
院
は
、
法
人
合
併
に

伴
い
、
孝
仁
会
グ
ル
ー
プ
の

基
幹
病
院
と
し
て
２
０
１
６

年
10
月
に
現
在
地
に
新
築
。

現
名
称
へ
変
更
す
る
と
と
も

に
、
循
環
器
主
体
か
ら
脳
神

経
外
科
、
整
形
外
科
、
放
射

線
治
療
科
な
ど
を
追
加
標
榜

し
、
幅
広
い
診
療
体
制
を
構

築
し
た
。

　
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
、
ト
モ

セ
ラ
ピ
ー
、
陽
子
線
治
療
装

置
な
ど
を
含
め
た
、
全
国
屈

指
の
最
新
機
器
を
そ
ろ
え
た

札
幌
高
機
能
放
射
線
治
療
セ

ン
タ
ー
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
を
開
設

し
、「
切
ら
ず
に
治
す
が
ん

治
療
」に
力
を
入
れ
て
い
る
。 　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
精

密
工
業
で
使
わ
れ
て
い
る
高

精
度
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
小

型
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
搭
載
し

た
放
射
線
治
療
装
置
。
自

在
に
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら

病
巣
に
対
し
て
照
射
を
行

う
。
２
つ
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
装
置
で
撮
影
し
た
検
査
画

像
を
利
用
し
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
治
療
で
き
る
の
が
特
徴

だ
。

　
脳
・
頭
頸
部
、
脊
椎
・
脊

髄
、
胸
部
・
腹
部
、
骨
盤
部

の
各
種
腫
瘍
等
の
治
療
に
用

い
て
お
り
、
三
叉
神
経
痛
治

療
が
10
月
か
ら
保
険
適
用
と

な
っ
た
こ
と
で
、
新
た
に
治

療
を
開
始
す
る
。

　
三
叉
神
経
痛
は
顔
の
感
覚

を
脳
に
伝
え
る
三
叉
神
経
に

刺
激
が
生
じ
、
顔
に
痛
み
が

生
じ
る
。
治
療
法
は
、
薬
物

治
療
が
第
一
選
択
で
、
多
く

の
患
者
は
薬
で
一
時
的
に
痛

み
の
消
失
や
改
善
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
長
期
間
の
服
用

で
効
果
が
減
弱
す
る
ケ
ー
ス

精
密
・
高
線
量
投
与
で
疼
痛
緩
和

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
で
三
叉
神
経
痛
治
療
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も
少
な
く
な
い
。

　
こ
う
し
た
患
者
に
は
外
科

的
手
術
で
物
理
的
に
三
叉
神

経
を
刺
激
し
て
い
る
原
因
を

な
く
す
治
療
を
行
う
が
、
高

齢
者
な
ど
で
は
リ
ス
ク
が
伴

う
。サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
で
は
、

「
精
密
照
射
能
力
と
高
線
量

投
与
を
生
か
し
、
三
叉
神
経

自
体
の
神
経
機
能
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
で
、
疼
痛
緩
和
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
寺

川
雄
三
脳
神
経
外
科
医
長
は

説
明
す
る
。

　
18
年
公
表
の
報
告
に
よ
る

と
、
疼
痛
が
消
失
し
て
薬
物

治
療
が
不
要
と
な
る
の
は
５

割
を
超
え
る
。
再
発
は
25
％

程
度
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
従
来
の
放
射
線
に
よ
る
治

療
と
変
わ
ら
な
い
。

　
効
果
は
２
〜
３
週
以
内

に
現
れ
る
も
の
の
、
数
カ
月

か
か
る
例
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
内
服
治
療
を
継
続
し
な

が
ら
、
疼
痛
軽
減
に
合
わ
せ

て
徐
々
に
薬
を
減
ら
し
て
い

く
。

　
治
療
後
、
顔
面
の
知
覚
低

下
や
痺
れ
感
を
訴
え
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
が
、
そ
の
他
、
重

大
な
合
併
症
は
な
い
。
長
期

間
の
薬
物
療
法
で
薬
の
効
果

が
減
弱
し
て
き
た
も
の
の
、

手
術
を
受
け
る
の
を
た
め
ら

う
、
薬
が
効
く
ま
で
時
間
が

か
か
り
そ
の
間
の
苦
痛
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
患
者

も
い
る
。
入
江
院
長
は
「
こ

う
し
た
患
者
の
治
療
選
択
の

一
つ
と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
ナ

イ
フ
の
活
用
を
他
の
医
療
機

関
に
広
く
提
案
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。


